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99 年 0 月には国際学部ができ、岡田先生は国際学部に所属されることになります。国際学部では「芸
術文化論」、「西洋美学」、「芸術の思想」などの科目を担当されました。その後大学院修士課程（その後博士
前期課程となる）ができ、さらに今では博士後期課程までできましたが、教養部に赴任されてからこの  年
間余りは、組織新設の連続であったと振り返られています。この間、岡田先生は評議員（999 年  月～ 2002
年 3 月）をはじめ数々の要職に就かれ、学部・研究科のために尽力されました。ご定年直前の 2 年間は学部長・
研究科長として、学部・研究科の改組を進められました。この学部・研究科設置以来の大きな組織改革は現
在も続いていますが、先生によって育まれ、間もなく成果として結実するものと期待しています。宇都宮大
学には 22 年間勤務されたことになりますが、2009 年には 20 年間の永年勤続で宇都宮大学から銀杯を授与さ
れました。
ご研究についてうかがいましたところ、岡田先生はご自分の興味関心にしたがって今日までやってこられ
たということです。大学在学中はプラトーンやプロティノスなどのギリシアの美学に興味をもたれ、その後
もこの研究をつづけられましたが、宇都宮に赴任されてからは、関心が二十世紀の芸術思想に向ったという
ことです。二十世紀の芸術論が意外と神話的なものを含んでいて、先生のギリシア神話への興味と通じ合っ
たのではないかということです。現在は日本の近代の芸術論をおもしろく感じているということですが、先
生はご自身の研究を振り返り、美学思想という領域での古代ギリシアから日本の近代までの四十年間の漂流
とも表現されています。
最後になりますが、職場を共にする幸運に恵まれ、岡田先生のお言葉や行動に接する中で感じた印象を記
しておきたいと思います。まず、先生は、研究にしても会議などの提案にしても、「やりたい人が 3 人いれば、
まずやってみるとよい」とおっしゃり、いつも物事を前に動かすことを大切にされます。また、物事に固執
しすぎることなく、軽やかに、常に新しいもの、よいものを創造していくことを目指されています。さらに、
芸術の分野にとどまらず物事の本質を見極め、それを微視的にではなく、巨視的に把握されています。この
ような優れたご資質に身近に触れ、われわれの研鑽につなげる機会が限られたものとなってしまうことは残
念なのですが、このように申し上げると、まああまり固執しないで自分たちでやりなさい、と諭されてしま
うであろうと思います。
岡田三郎先生の国際学部・国際学研究科への長く多大なご貢献に対し、改めて心より感謝を申し上げ、お
礼の言葉にしたいと思います。岡田先生、ありがとうございました。
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